
仲田和正先生の新刊が出まし
た．実は 15年来ずっと仲田先生
のファンです．仲田先生といえば
TFC メーリングリストの論文
(NEJM，Lancet，JAMA) レ
ビューが有名です．それだけでな
く，ベテランの整形外科医であ
り，しかも院長でいらっしゃるの
に，内科や小児科への学びのボー
ダレスさには憧れとともに，自分
も総合診療医として貪欲に学び続
けたいという前進の勇気をいつも
いただいています．
仲田先生のお名前を知ったのは
2004 年発行の名著『手・足・腰
診療スキルアップ』(シービー
アール)ですが，あれから 15年が
経った今年出版された本書は，上
記の本のエッセンスを継承しつつ
もさらに密度の濃い，それにタイ
トルどおり画像読影のポイントが
前景に出た非専門医のための整形
外科の新しい名著です．とにかく
画像が豊富です．仲田先生秘蔵の
2000 枚のティーチングファイル
からの抜粋とのこと，「日常診療
で，この本程度の知識があれば，
さほど困らない」という仲田先生
のコメントは，整形外科の X 線
を学ぶものにとって大きな安心を
与えてくれます．
本書の構成は，整形疾患の診
察・フィジカル技術に重点の置か
れた第 1章，そして本書のメイン
である部位別の整形画像読影の第
2章からなります．画像読影にと

どまることなく，整形疾患の診察
のポイントも本書の 1 割以上の
ページを割いてまとめられている
ため，仲田先生の教育エッセンス
を学ぶこともできます．また第 2
章では，ジェネラリストに有用と
思われる整形画像が，これでもか
というくらい紙面狭しと提示され
ています．X 線だけでなく，
シェーマや体表写真も満載で，大
変わかりやすいです．痒い所に手
が届く整形画像の指南書として，
これまで仲田先生が後進を指導さ
れる中で工夫されてきた教育のコ
ツが多く盛り込まれていると感じ
ました．中には化膿性脊椎炎と転
移性脊椎腫瘍の画像上の鑑別ポイ
ント(p.78)や，腰椎穿刺の極意
(p.87)など内科的にも重要な内
容が含まれ，内科医にも広く読ま
れるべきと思いました．
仲田先生といえば「怒涛の反

復」が代名詞ですが，本書も各章
末に「怒涛の反復」として要点が
まとめられ，計 16問の章末画像
問題集もあり，勉強になります．
ボーナストラックのように加え

られている仲田先生のチャーミン
グでウィットの効いた写真
(p.90，他)も素敵です(購入して
ご覧ください)．仲田先生といえ
ば前述の論文レビューの真面目な
内容の中に挿入される，アートに
富んだ多くの逸話が印象的です
が，本書にも魅力的なコラムが含
まれています．「1枚の X 線写真

の背後にあった壮絶な過去」
(p.74)はまさにその真骨頂で，
ミッドウェイ海戦(1942 年)とそ
れにまつわる患者さんのエピソー
ドに深い感銘を受けました．
このように，164ページという

コンパクトさを感じさせない，重
厚さに満ちた仲田先生の最新刊
3600 円は安すぎます．ぜひ皆さ
んご購入をお薦めいたします．
なお，本書は医学書院《ジェネ

ラリスト BOOKS》シリーズの一
環として出版されています．シ
リーズには他にも魅力的な書籍が
並んでいますので，併せてお読み
になると学びも大きいと思います．
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